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【目的】ハーブ精油の機能の一つとして、抗酸化能を保持することが報告されて

いる。ハーブ精油および関連成分の抗酸化能に関して、脂質過酸化反応の抑

制効果に関する報告がなされているが、脂質過酸化物の分解物である異臭成

分の生成抑制効果に関しては十分な検討が行われていない。本研究では、ハ

ーブ精油およびその内容成分である各種香気成分を用いて、脂質過酸化反応

に起因する異臭成分の抑制効果を詳細に検討した。 

【方法】試料は南阿蘇産ハーブ精油および、各種香気成分試薬を用いた。精油

はレモングラスおよびローズマリーの乾燥葉から、ピュアスティーラーライト（黄河

社製）での水蒸気蒸留法により抽出した。これら試料をリノール酸エマルジョン

に添加し、AAPH存在下で37℃・5時間酸化反応させた。脂質過酸化抑制効果

はロダン鉄法により評価した。異臭成分分析では、固相マイクロ抽出(SPME)法

にて揮発性成分を捕集し、超高速 GC(Alpha M.O.S.社製) およびにおい嗅ぎ

GC-MS (Agilent Technologies社製) に供した。 

【結果】まず、異臭成分生成抑制効果を超高速 GC により確認した結果、レモン

グラス精油では精油無添加時と比較してHexanal生成量が約 50％減少し、ロー

ズマリー精油ではレモングラス精油よりも高い抑制効果が確認された。続いて、

におい嗅ぎ GC-MS において同定された、南阿蘇産レモングラス精油に関連す

るリナロール等 6 種の香気成分試薬を個別に用いて、異臭成分生成抑制効果

を確認した。その結果、各種香気成分ごとに抑制効果が異なることが確認され、

ゲラニルアセテートとリモネンは、どの異臭成分に対しても高い抑制効果の傾向

を示した。一方で、リナロールやシトラールは低い傾向を示した。しかしながら、

(E)-2-heptenal に対しては、ゲラニルアセテート、シトラール、リナロールにおい

て抑制効果が低く、対してリモネンが高い抑制効果を示した。また、ローズマリ

ー精油に関連する香気成分においても一定の異臭成分の生成抑制効果が確

認された。以上の結果より、ハーブ精油およびハーブ精油関連香気成分は、各

種異臭成分に対して抑制パターンが異なることが示唆された。 

ハーブ精油関連の香気成分によるリノール酸過酸化抑制

効果と異臭成分生成抑制効果の解析 
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